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研究要旨 

平成19年度、MASH大阪は以下のような研究事業を実施した。 

1. 以下の介入プログラムを執行した：1)コミュニティレベルのプログラムとして、①コミュ

ニティペーパー＜SaL+＞の発行と効果評価：2)グループ・個人レベルのプログラムとして

①コミュニティスペース＜dista＞関連事業の執行と効果評価：②STI勉強会＜Café Chat

＞の執行とプログラムスタッフへのインタビュー調査（別稿参照）：③若年層ネットワー

ク構築支援プログラム＜Step＞の再開。 

2. 効果評価の基礎データを得るため、前年度の堂山地区にアクセスするMSM集団規模調査に引

き続き、本年度はミナミ地区、新世界地区において同様の調査を実施した。その結果、ミ

ナミ地区にアクセスするMSM母集団の規模を14,500人、新世界地区にアクセスするMSM母集

団の規模を6,500人と推定した。 

3. 平成17年度に引き続きバー顧客層を対象とした精密調査を実施した。1759部を配布し、回

収数は1079部であった（別稿参照）。 

 

 

A. 研究目的 

 本研究の目的は、平成19年度に執行された研

究事業を記述・分析し、効果評価と照合するこ

とで、個別施策層向け予防介入事業のモデル構

築を試みるところにある。 

 

B. 研究方法 

本研究の対象は2006年度にMASH大阪によっ

て執行された予防介入プログラムであり、後述

する効果評価の結果と比較検討したうえで考

察を加える。比較検討、考察にあたっては、疫

学とその周辺領域のみならず、組織論、ソーシ

ャルマーケティング理論、社会学といった広い

領域からの言及を行うこととする。 

 

C. 研究結果 

各プログラムの執行状況について順次報告

する。 

1．コミュニティペーパー＜SaL+＞の配布 

（これまでの流れ） 

2000~2002年度に開催された臨時検査イベ

ントSWITCHを通して得られた情報をコミュニ

ティに還元するためのツールとして構想され

たSaL+は、2003年度に入りコミュニティペーパ

ー的性格を強めながらコミュニティに浸透し

てゆき、2004年度実施したフォローアップ調査



の結果、関連知識、受検行動、予防行動のいず

れにおいても、受取り群には非受取り群と比較

して有意な効果がもたらされたことが示唆さ

れた。 

（プログラムの目的） 

・ MASH大阪が把握している情報をコミュニテ

ィに還元する。 

・ 配布活動を通じて、コミュニティとのネット

ワークを構築する。 

・地域に密着した情報を発信し共有化をはかる

ことで、コミュニティへの帰属意識を涵養す

る。 

（配布実績） 

今年度の配布実績を別表1に掲げる。 

（途中経過および今後の展望） 

配布は順調に推移した。「コミュニティ関連

情報」と「セクシュアルヘルス関連情報」のバ

ランスもほぼ定着した。 

従来、SaL+の発行部数は毎月7000部であり、

そのほとんどはゲイタウンや団体への配布で

あった。2007年10月からは、配布先の増加など

もあり1000部増刷している。 

SaL+に関しては現在、ヴァージョンアップの

必要性が議論されている。ヴァージョンアップ

されたSaL+については、HIV感染の広がりや受

検行動の低さなどが懸念されている中高年の

MSMにもアピールするものが求められる。今年

度は現行のSaL+と平行しながら、ヴァージョン

アップされたSaL+を発行するためのエビデン

ス収集や、準備を継続していくための体制作り

を含めたプログラムの再構築を行う。 

 

2．STI勉強会 

（事業の目的） 

Café Chatとはエロネタなどを中心に身近で

興味を持てるようなテーマを設定し、一義的な

展開や啓発的メッセージを強調するのではな

く、カフェ形式のリラックスした雰囲気の中、

参加者それぞれが、自らの言葉で意見、情報を

交換し、多様な性や生活のあり方を認め合いそ

の雰囲気を共有するものである。それと並行し

て毎回プログラムの最後にSTIやセーファーセ

ックスについての豆知識を持ち帰ってもらえ

るようなミニ勉強会を設け、すぐそばにある性

感染症の存在に目を向け、予防と共生の意識を

浸透させることを目指すプログラムである。 

（事業の手法） 

手法として以下の点を挙げることができる。 

・ ファシリテーターを設け対話形式での展開

を行なう。参加者が楽しんで取り組めるよう

テーマに沿った資材やゲーム等を使用。 

・ Café Chatを問題なく円滑に進行させるため

グランドルールを設ける。 

・ 参加者が意見を発し、取り組みやすいような

場所の設定をする。(カフェ形式etc) 

・ プログラムの最後15分程度にSTI勉強会を設

ける。（毎月解説情報を設定） 

特に必要な情報として「感染症/経路/症状/

対応/検査」「セーファーセックス/行為」「コ

ンドーム/セックスの道具/使い方/入手方法」

を盛り込むこととした。今年度の６月から奇数

月では毎月第2土曜日の夜間20時～22時に意見

交換と15分程度の勉強会を実施し、22時以降は

翌朝5時までフリートークのCafé へ移行。引き

続き対話の場を設けることに留意した。偶数月

ではSEXを想起させるカフェをコンセプトとし

たものを運営。時間は夜間の20時～翌3時頃ま

でとし、奇数月のように時間を設定せず、カフ

ェ来場者がいつでも参加できるような資材等

を準備し、スタッフや来場者同士が意見交換で

きる場を設定することに留意した。広報として

SaL+での告知、step 参加者などによる口コミ、

mixi等を用いた。 

（プログラムの効果） 

プログラムの効果として以下の点を挙げる

ことができる。 

・ エロネタを中心としたテーマ設定は参加者

の興味をひき、取り組み易く、運営もスムー

ズであった。また、持ち帰ったり実践したり

できるような資材やゲーム等を提供するこ



との有意性が感じられた。 

・ 15分程度の勉強会を設けることで、必要な情

報を的確に伝えやすく、参加者への意識づけ

の可能な機会となった。 

偶数月のカフェ形式をとることで、来場者を

広く取り込み、SEXについて語るという場を

醸成することが可能となった。 

・ コミュニティスペースdistaの利用者や少人

数に対する運営は成功したが、今後新規クラ

イアントの獲得を目指す場合の広報の手法、

運営方法の検討が必要であると思われる。 

なお、2007年度3月から実施したプログラムを

別表2に示す。 

 

3．ドロップインセンター＜dista＞ 

（事業の目的） 

大阪地域のゲイ男性が利用する商業施設

が多い地域に啓発普及の活動拠点を整備・運

営し、HIV/STI感染予防に向けた啓発プログ

ラムを戦略的に展開することを事業の目的

とする。ドロップインセンターの機能は以下

のとおり。 

予防啓発事業の拠点機能として 

・ 啓発活動およびアウトリーチのベース基地

（啓発の実施・普及機能） 

・ 予防啓発に関わるスキル研修会・講習会会場

（人材育成機能）。今年度はUCSF疫学研究者

とセッションを持った。 

・ セーファーセックス勉強会・ワークショップ

会場（啓発普及機能） 

情報センター機能として 

・ コミュニティの人がふらっと自由に立ち寄

れて、セクシュアルヘルスに必要な情報やコ

ミュニティの情報を持ち帰ることができる

（情報の還元・普及機能） 

・相談場所・窓口（相談機能） 

コミュニティセンター機能として 

・ コミュニティ交流プログラム会場（地域交

流機能） 

・ コミュニティからのリアクションをフィー

ドバックさせる（情報収集機能） 

・ リピーターを獲得し、その人達と相互に確

実な情報伝達くりかえすことによって、コ

ミュニティ内のキーパーソンの育成をはか

る。 

（対象クライアント） 

対象クライアントとして以下を想定した。 

1.ゲイ関連施設従業員  

2.ゲイ関連施設利用者 

3.インターネット利用者 

4.エイズ対策関連団体/人 

（成果目標） 

成果目標として以下を想定した。 

・ 当事者性を重視した予防啓発活動を、コミ

ュニティの中心エリアで実施し、コミュニ

ティメンバーや関係機関との連携・協働に

より、セクシュアルヘルスの増進、セーフ

ァーセックスへの環境づくりを目指す 

・ distaを核としたコミュニティ・ネットワー

クを構築し、そのネットワークを通じて

HIV/STIの予防や共生のメッセージと正し

い情報が伝わってゆくことを目指す。 

・ 情報と空間・時間を共有し、HIVを身近に感

じる人が増えていくことで、HIV/AIDSの予

防と共生の意識がコミュニティ全体に広が

り、行動変容を促すことを目指す。 

（運営体制） 

2007年度は基本オープン時間を火曜日～金

曜日および日曜日17：00~23：00、土曜日17：

00~05：00とし、月曜日を休館日とした。来場

者に対応するスタッフとしてのコンシェルジ

ュをリクルートし、9人のボランティアに対し

て養成プログラムを試行した。 

相談対応可能なスタッフが常駐し、すべての

来場者への対応と記録を行った。 

（効果評価） 

事業実施記録、バー利用者調査により、プロ

グラム効果の評価を行う。 

主な評価指標は、来場者数、dista認知度、

相談件数、予防意識および行動の変容など。 



利用者数、利用者数の年度別推移、相談件数の

推移、イベント参加者数などは、以下別表3～

別表6に詳細を示す。 

（事業成果） 

来場者数は、2008年1月の時点では前年度比

約1.1倍で昨年度とほぼ同程度となっている。

リピーターが新たな来場者を連れてくる傾向

は前年度と同様に見られ、ネットワーク形成の

進展は続いていると思われる。 

来場者のうち「ふらっと来た人」の中の初来

場者は前年度比で1.1倍の増加であるのに対し、

イベント来場者中の初来場者は前年度比で0.6

倍と減少している。これはイベントの内容や広

報を検討する必要を示唆していると考えられ

る。 

相談事業を行う体制が少しずつ整いつつあ

るが、相談サービスを提供するスタッフのスキ

ルアップが必要であり、またdistaでは対応し

きれないケースが発生した場合の連携先の確

保などを検討中である。 

 

4. 若年層ネットワーク構築支援プログラム

＜step＞ 

（目的） 

コミュニティにあまりアクセスしていない

10～20代の若者をターゲットとしたプログラ

ムである。プログラムの目的として以下の点が

考慮されている。 

・ コミュニティやMASH大阪に未接触の若者に

対する入り口となること 

・ 参加者がdistaにアクセスするようになる

こと 

・ 他のプログラムへのボランティア・リクル

ートの入り口になること 

（目標） 

事業目標として、以下の点を挙げる。 

・ 啓発色をださず、季節感やお得感、遊びに

行く、楽しむ、友達作りなどのが企画を実

施する。 

・ コミュニティスペース dista へアクセス

するきっかけを提供する。 

・ mixi（大手のソーシャルネットワーキング

サイト）を中心とした広報宣伝を行う。 

・ プログラムに関わるスタッフの友人ので

あまり情報に触れていないクライアント

を主なターゲットとする。 

・ 企画運営実行は主にコミュニティの若者

が中心に行うものとする。 

（2007 年度活動実績） 

今年度は5回のプログラムを実施した（3月~

12月現在）。別表7に今年度の活動実績を整理す

る。 

 

（プログラムの成果） 

プログラムの成果として以下の点を挙げる

ことができる。 

・ 初めてゲイに会うという人や、これまでコ

ミュニティと関わりを持ってこなかった

人が、step を入り口としてゲイ特有の施

設・イベント等へ出向くようになる等、コ

ミュニティとの関わりを持つようになっ

た。 

・ dista へアクセスすることで、dista へ行

きやすくし、同時に他のプログラムにも

興味を持つようになった。 

・ 参加者や step スタッフが SaL+のアウリー

チや他団体への送付作業に参加した。

（のべ 56 人／2007 年 4 月～2008 年 2 月） 

・ 参加者の多くが PLuS+のボランティアとし

て参加し、うち何人かはボランティアリ

ーダーとして中心的な役割を果たした。 

・ コミュニティの若者の中から、プログラム

を取り仕切る人が出るなど、今後を担う

スタッフの育成に貢献した。 

・ そのほか様々な MASH 大阪のプログラムへ

参加する入り口となった。 

・ 参加者が MASH/dista について、街で話

す・実際に dista へ連れてくるなどの広

報に繋がった。 

 



D. 考察 

年度初頭に掲げた研究計画の項目にそって、

研究事業の実施状況を総括する(別表 8)。 

 

E. 結論 

1. 多少のばらつきはあるものの、プログラ

ムはおおむね計画通りに継続された。コ

ミュニティペーパーは中高年層の新たな

ニーズに応えることが望まれ、STI 勉強会

は次の展開を狙う位置にある。 

2. ゲイタウン利用者層の規模調査が進展し、

大阪地域でのクライアント像がより明確

になった。 

3. 課題として、バー精密調査の結果を次の

プログラムの立案・執行にどう活かすか、

新世界地区においてクライアントの開拓

をどう進めるか、があげられる。 
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別表 1. 2007 年度コミュニティペーパー＜SaL+＞の配布実績 

期間 
配付された施設 

(昨年度の数値) 

送付団体・個人 

(昨年度の数値) 

配付された部数 

(昨年度の数値) 

働いたボランティア 

のべ数(昨年度の数値) 

2007 年 4 月 192 店舗(192 店舗) 26 団体(22 団体) 6697 部(6354 部) 26 名(35 名) 

5 月 192 店舗(194 店舗) 26 団体(22 団体) 6537 部(6329 部) 24 名(27 名) 

6 月 186 店舗(193 店舗) 26 団体(23 団体) 6642 部(6352 部) 25 名(25 名) 

7 月 186 店舗(194 店舗) 27 団体(24 団体) 6597 部(6472 部) 12 名(26 名) 

8 月 185 店舗(193 店舗) 27 団体(25 団体) 6447 部(6356 部) 14 名(11 名) 

9 月 183 店舗(184 店舗) 27 団体(26 団体) 6242 部(6147 部) 25 名(16 名) 

10 月 185 店舗(188 店舗) 29 団体(26 団体) 6223 部(6372 部) 23 名(13 名) 

11 月 187 店舗(189 店舗) 31 団体(26 団体) 6572 部(6422 部) 17 名(20 名) 

12 月 190 店舗(192 店舗) 30 団体(26 団体) 6567 部(6497 部) 24 名(29 名) 

2008 年 1 月 189 店舗(190 店舗) 30 団体(26 団体) 6507 部(6522 部) 21 名(23 名) 

2 月 193 店舗(190 店舗) 30 団体(26 団体) 6817 部(6572 部) 28 名(28 名) 

2007 年 4 月～

2008 年 2 月 

2068 店舗 

(月平均 188 店舗) 

309 団体 

(月平均 28 団体) 

71533 部 

(月平均 6503 部) 

239 名 

(月平均 22 名) 

 

 

 

別表 2. Cafe Chat プラグラム実施状況 

開催日 プログラム 

参加者

数（スタ

ッフ数） 

内 容 

2007 年

3 月 

 

・「ヤリたい男の顔

☆カラダ」 

・STI 勉強会 

「ネットで見て

みる STI」 

15 名 

(6 名) 

 

顔写真カードや全身パネルを使用してイケル顔やそそるカラダ

の部位について意見交換。使用資材◆顔写真カード、全身パネル、

付箋。 

STI 勉強会◆MASH 大阪制作の STI 情報サイト「Safer Sex Gide」

を参加者と閲覧。閲覧のポイントや気になる症状がある場合の対

処法などを共有した。 

4 月 ・「その気になっち

ゃう♪スキンシ

ップ」 

・STI 勉強会 

「みんなの、僕の

セーファーセッ

クス」 

14 名 

(7 名) 

王様ゲームの要領でスキンシップゲームを実施し、エロいスキン

シップとは何かをグループディスカッション。それを基に指令カ

ードを作成し、再度王様ゲームの要領で実践した。使用資材◆割

り箸、カード。STI 勉強会◆セーファーセックスという言葉から

連想されることをカードに１ワード記述。それを 3回繰り返した。

それを基にグループディスカッションを行い、多様性についての

意識喚起の機会とした。 

5 月 ・「初快感」 

・STI 勉強会「この

症 状 何 っ ス

か！？」 

10 名 

(6 名) 

5Ｗ1Ｈを基に性行為時（定義は自由）に初めて快感体験を得た際

のことを、紙に記述し、意見交換。使用資材◆記述用紙。STI 勉

強会◆症状の出やすい STI について、写真を見ながら意見交換と

適宜解説を行った。 

6 月 ・「突撃！隣のセッ

クス！」 

・STI 勉強会「梅毒」 

18 名 

(3 名) 

既存のゲイ SEX の HOW TO DVD を流し、カフェ形式で運営。その

映像を目にした人に質問紙を配布し、記述しながら SEX について

の意見交換を行った。使用資材◆DVD、パソコン、記述用紙。STI

勉強会◆MASH 大阪作成の梅毒について解説したリーフレットを

会場に設置し、それを基に解説を行った。 

    



 

7 月 ・「Net でうまくイっ

ちゃった☆」 

・STI 勉強会 

「ハッテン七つ

道具」 

8 名 

(4 名) 

２グループに分けて参加者自ら設定した架空のプロフィールを

作成し、グループ同士でインターネットチャットを行った。使用

資材◆MSN メッセンジャー、PC2 台、ホワイトボード。STI 勉強会

◆セックスで使用する道具を準備し、手に取りながら意見交換を

行った。場所によって必要なものや、持ち歩く際の留意点につい

て解説した。 

8 月 ・「コンドーム博覧

会」 

 

16 名 

(7 名) 

素材や厚さ、大きさなどの違う様々なコンドームと粘度や容器の

違うローションを会場に点在させ、持ち帰りが可能なカフェを運

営した。また、アンケートを配布し、それを記入しながら意見交

換。   使用資材◆コンドーム、ローション、記述用紙。 

9 月 ・「夏に通り過ぎた

男（イケメン）た

ち」 

・STI 勉強会「セー

ファーセックス」 

10 名 

(7 名) 

夏にちなんだキーワードを設定したレーダーチャートを使用。そ

れに記述されたものを基に意見交換。その後、夏の体験談につい

てのフリートークを行った。使用資材◆レーダーチャート。STI

勉強会◆セーファーセックスという言葉から連想されることを

カードに１ワード記述。それを 3回繰り返す。それを基にグルー

プディスカッションを行い、多様性についての意識喚起の機会と

した。 

10 月 ・「Safer Sex Cafe」 

 

16 名 

(７名) 

イベント PLuS+での展示物として、セーファーセックスという言

葉から連想される言葉を自由に紙に記述してもらった。Safer Sex

について考えたり、話をしたりすることが、作品を作る、という

ことを通して共有できた。使用資材◆A3 用紙、絵の具、ペンなど。 

11 月 ・「大好き！」 

・STI 勉強会「Safer 

Sex Info 紹介」 

15 名 

(6 名) 

SEX だけではなく、自分が日頃好んでいるものを記述し、それを

基に２グループに分けて意見交換を行った。使用資材◆記述用

紙。STI 勉強会◆MASH 大阪が運営する STI 情報サイトのリニュー

アルに伴い、携帯版を利用して閲覧解説等を行った。 

12 月 ・「セックス川柳☆」 

 

57 名 

(6 名) 

MSM のセックスにまつわる川柳を参加者に詠んでもらい、それを

基にセックスの話題がされることを醸成した。STI やセーファー

セックスに関連する歌もあり、書かれた川柳を会場に展示するこ

とでそれを参考にしたり、話のネタにする来場者が多く見られ

た。歌は計 83 句集まり、これを次月開催のカルタ会でカルタと

して使用する。 

使用資材◆記述用紙、筆ペン、ペン。 

2008 年

1 月 

・「ゲイ春！ セック

ス カ ル タ 会 

2008」 

13 名 MSM のセックスにまつわる川柳を内容としたカルタ会を行った。

STI に関するものを折り込み、適時解説を行った。読み手はドラ

ァグクイーンに依頼した。伝統的かつ単純な遊びなので、参加者

全員が気兼ねなく参加でき、盛り上がった。 

2008 年

2 月 

・「コンドーム＆セ

ックス・カフェ」 

32 名 参加者がコンドームに手で触りながらセックスについて意見交

換した。同時にアンケートを行い、その結果をリアルタイムでプ

ロジェクションする工夫も。 

 



 

別表 3. dista 利用状況̶2007 年度（1２月末迄） 

期間 MASH 

大阪 

業務 

利用者 

イベント来

場者（うち初

来場者） 

貸出

し利

用者 

ふらっと来た人

（うち初来場者） 

相談・情報入 

手等（うち初来

場者） 

合計 稼働時間 

2007年3月 55 名 158名（16名） 0 名 649 名（68 名） 13 名（5 名） 875 名 202.0 時間 

 4 月 70 名 170 名（8 名） 0 名 387 名（17 名） 15 名（5 名） 642 名 173.0 時間 

 5 月 106 名 225名（19名） 0 名 473 名（36 名） 19 名（5 名） 823 名 209.0 時間 

 6 月 103 名 149名（32名） 0 名 496 名（19 名） 6 名（0 名） 754 名 193.0 時間 

 7 月 93 名 150名（19名） 0 名 500 名（25 名） 10 名（4 名） 753 名 196.0 時間 

 8 月 115 名 156名（20名） 39 名 526 名（23 名） 2 名（0 名） 838 名 208.0 時間 

9 月 168 名 159名（12名） 0 名 521 名（62 名） 8 名（5 名） 856 名 199.0 時間 

10 月 194 名 371名（85名） 0 名 462 名（42 名） 30 名（27 名） 1057 名 173.0 時間 

11 月 51 名 177名（24名） 0 名 485 名（32 名） 15 名（7 名） 728 名 184.0 時間 

12 月 60 名 217名（20名） 0 名 364 名（17 名） 7 名（3 名） 648 名 165.0 時間 

2008年1月 44 名 124名（26名） 0 名 381 名（7 名） 4 名（2 名） 648 名 167.0 時間 

2007 年度 1004 名 1898 名 

（265 名） 

39 名 4595 名 

（280 名） 

116 名 

（58 名） 

7747 名 1867.0 時間 

月平均 100.4 名 189.8 名

（26.5 名） 

3.9 名 459.5 名 

（28.0 名） 

11.6 名 

（5.8 名） 

774.7 名 188.9 時間 

 

別表 4. 来場者数年度別推移と稼働時間 

年度 合計 月平均 

2003 年度 3436 人 286.3 人 

2004 年度 5910 人 492.5 人 

2005 年度 6187 人 515.5 人 

2006 年度 8402 人 700.2 人 

2007 年度（2008 年 1 月末迄） 7747 人 774.7 人 

 

 

 

別表 5. 主なイベント・教室などの参加者数 

◆カフェイベント◆ 頻度・会期 平均参加者数 

東方美男（中国茶カフェ） 隔月 1回 奇数月第１土曜日 65.5 人 

café SMILE（映像カフェ） 隔月 1回 偶数月第１土曜日 41.0 人 

café chat（勉強会） 18.2 人 

café chat（カフェ） 
月 1 回 毎月第２土曜日 

39.3 人 

CAMP!（映画カフェ） 月 1 回 毎月第３土曜日 22.7 人 

Saloon de Oni（ワインカフェ） 月 1 回 毎月第４土曜日 33.0 人 

◆教室・講座関係◆ 

手話教室 月 2 回 第 1・3 木曜日 6.9 人 

韓国語教室 月 1～2 回 随時 6.7 人 

サンバ教室 8 月～10 月 随時 4.0 人 

◆展覧会◆ 

白雪姫展 10 月 2 日～10 月 14 日 104 人 

犬義展 10 月 16 日～10 月 28 日 227 人 

ぼくたちの未来展 10 月 30 日～11 月 11 日 35 人 

台東区男色春画展 11 月 13 日～11 月 25 日 27 人 



別表 6. 相談件数の推移 

年度 4月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3月 合計 
月 

平均 

2004 年度 1件 3 件 4 件 3 件 0 件 1 件 0 件 0 件 0 件 3 件 3 件 0件 18 件 
1.5 

件 

2005 年度 2件 2 件 0 件 4 件 1 件 5 件 1 件 1 件 1 件 1 件 0 件 1件 19 件 
1.6 

件 

2006 年度 6件 10件 4 件 0 件 1 件 7 件 1 件 3 件 3 件  6 件  3 件  5件  49 件 
4.0 

件 

2007 年度 

（2008 年

1 月末迄） 

5件 7 件 23 件 15 件 9 件 7 件 19 件 5 件 5 件  0 件  -  -  95 件 
9.5 

件 

 

別表 8. 研究事業の実施状況総括 

 

 

別表7. 若年層ネットワーク構築支援プログラム＜step＞ 

期日 イベント 参加者 

2007 年 3 月 24 日 お花見 34 人 

5 月 3 日 カフェ step 53 人 

7 月 29 日 納涼祭 in dista 12 人 

8 月 18 日 真田山プールツアー 12 人 

11 月 3 日 PLuS+打ち上げ 51 人 

2008 年 1 月 12 日 カフェ step 33 人 

2 月 16 日 真田山スケート大会 10 人 

2007 年度合計 ７イベント 205 人 

・ ドロップインセンターdista 
 

ほぼ計画通りに執行されたが、利用者の増加は前年度に

比べ１割増にとどまった 

・ コミュニティペーパーSaL+の事
業継続 

計画通りに執行されたが、中高年向けの情報発信媒体の

創出が望まれた 

・ 若年層のネットワーク育成 Step

の事業継続 

計画通りに執行された 

プログラム関連

の事業継続 

 

・ STI 勉強会 Café Chat の事業継続 内容、参加者数とも向上がみられた 
アウトリーチ関

連 

 

・ 新たな商業施設との連携 
 

新世界地区での新規開拓が課題として残った 

・ 行政との協働事業の展開 
 

地方自治体（大阪府・大阪市・京都府）との連携が順調

に推移 

アドボカシイ関

連の事業継続 

・ CBO との連携事業の展開 
 

大阪地域検査環境の向上に向け連携が大幅に強化され

た 

・ プログラムの効果評価 
 

バー精密調査、STI 勉強会スタッフインタビュー調査が

実施された 

研究関連 

 

・ ニーズアセスメント 
 

ミナミ地区、新世界地区利用者層規模調査が実施された 

日本エイズ学会 演題発表（２題）を行った 

MSM 関連シンポジウムを企画・運営した 

日独シンポジウム 演題発表（２題）を行った 

第８回アジア太平洋地域エイズ国

際会議（8th ICAAP） 

演題発表（２題）を行った 

財・エイズ予防財団研究成果発表会 予防啓発イベント（PLuS+）でフォーラムを開催した 

ドロップインセンター活動報告を行う予定 

学会等での情報

発信 

 

独・国際協力機構「甘粛省 HIV/エイ

ズ予防対策プロジェクト」 

ドロップインセンターにて活動報告 

現地にて MASH 大阪活動報告 


